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ニュース　武道振興大会

令和５年武道振興大会

コロナ禍を乗り越え、武道
の振興普及に全力を尽くす
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139139 月刊「武道」　2023．4月刊「武道」　2023．4

　

大
会
は
丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理

事
・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、

主
催
３
団
体
を
代
表
し
て
武
道
議
員
連
盟

の
江
渡
聡
徳
会
長
が
「
厳
し
い
環
境
で
あ

る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
武
道
関
係
者
の
皆
様
が

武
道
の
振
興
の
た
め
に
、
そ
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。
い
よ
い
よ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
よ
う
や
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
形
で
武
道
の
振
興
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
も
こ

の
大
会
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
武
道
の

　

令
和
５
年
武
道
振
興
大
会
が
３
月
１
日
、
昨
年
と
同
じ
く
東
京
の
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
国
会
議
員
・
武
道
関
係
者
約
170
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。大
会
で
は
、

中
学
校
武
道
授
業
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
・
用
具
・
指
導
者
の
条
件
整
備

の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
、
高
木
陽
介
武
道
議
員
連
盟
副

会
長
・
理
事
長
か
ら
井
出
庸
生
文
部
科
学
副
大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
。
登
壇
者
の
挨
拶

で
は
、
各
武
道
団
体
の
代
表
者
か
ら
本
年
も
武
道
諸
活
動
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が

語
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、
懇
談
会
を
取
り
や
め
た
。

挨拶を行う高村日本武道館会長（左）

振
興
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
議
員

連
盟
も
一
生
懸
命
に
武
道
の
振
興
の
た
め

に
汗
を
流
そ
う
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
日
本
武
道
協
議
会
と
日
本

武
道
館
の
高
村
正
彦
会
長
が
「
現
代
武
道

９
種
目
は
〝
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
〟
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、『
礼
に
始

ま
り
、
礼
に
終
わ
る
』
の
よ
う
な
共
通
の

部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
武
技
を

修
錬
す
る
中
で
、
心
と
体
を
、
さ
ら
に
人

が
生
き
る
べ
き
道
を
求
め
る
と
い
っ
た
共

通
点
を
青
少
年
の
健
全
育
成
に
活
用
す
る

た
め
、
武
道
関
係
者
一
同
は
長
年
に
わ
た

っ
て
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
24
年
度

に
、
中
学
校
の
授
業
で
武
道
を
教
え
る
、

そ
れ
も
日
本
人
な
ら
誰
で
も
武
道
を
学
ん

だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
状
況
が
実
現
し
ま

し
た
。
そ
う
い
う
仏
と
い
う
器
が
で
き
た

江渡聡徳
武道議員連盟会長
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決議文を読み上げる高木陽介武道議員連盟副会長・理事長（中央奥）

　

次
に
武
道
議
員
連
盟
の
高
木
陽
介
副
会

長
・
理
事
長
が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
る

と
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、
文

部
科
学
省
の
井
出
庸
生
副
大
臣
に
手
渡
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
井
出
文
科
副
大
臣
が
「
令
和

３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
習
指
導
要

領
で
は
、
多
様
な
武
道
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
な

ぎ
な
た
、
弓
道
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳

法
、
銃
剣
道
の
武
道
９
種
目
を
並
列
明
記

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
引
き
続
き
多

様
な
武
道
種
目
の
実
践
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
一
方
、
学
校
現
場
で
の
武
道
種

目
の
選
択
は
指
導
者
の
確
保
が
一
つ
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
部
人
材
の
活
用

を
進
め
る
に
当
た
り
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
安
全
対
策
に
も
皆
様
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
日
の
決
議
を

踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
引
き
続

き
武
道
の
一
層
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
次
に
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
文
を
司
会
が
代
読

し
た
。

　

９
道
武
道
団
体
の
代
表
者
が
挨
拶
（
詳

細
は
142
・
143
㌻
）
に
立
ち
、
令
和
４
年
度

の
活
動
状
況
と
５
年
度
の
抱
負
を
述
べ

の
な
ら
、
魂
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
魂
を
入
れ
る
と
は
『
本
物
の
武
道
』

を
学
習
す
る
こ
と
で
す
。
令
和
の
時
代

は
、
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
体
育
の
先
生

と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
武
道
家
の
皆
さ

心技体 人を育てる総合誌

内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

　

武
道
振
興
大
会
の
御
盛
会
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

武
道
は
、
心
技
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
る
、
人
間
形
成
の
道
で
あ
り
、

日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
で
す
。

　

今
は
、「
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
」
で
あ
り
、
歴
史
を
画
す
る
よ
う
な
出

来
事
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
な
る
の
は
「
人
間
の
力
」
で
す
。
子
供
た
ち
は
、

中
学
校
で
武
道
を
必
修
で
学
ん
で
い
ま
す
。
武
道
を
通
じ
て
、
豊
か
な
情

操
と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、 

健
や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
は
、
日
本

の
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
も
の
で
す
。 

　

武
道
の
道
に
精
励
さ
れ
て
き
た
皆
様
の
御
尽
力
に
よ
り
、「
礼
に
始
ま

り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
が
、

今
日
、
日
本
の
み
な
ら
ず
広
く
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
武
道
を
通
じ
た
心
身
の
健
全
な
発
達
や
、
人
格
の
陶
冶
の

た
め
、
さ
ら
に
は
、
日
本
理
解
や
国
際
親
善
の
た
め
、
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
武
道
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
を
祈
念
し
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
３
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

岸
田
文
雄　

ん
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
両
者
で
本
物

の
武
道
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん

に
よ
り
一
層
の
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
を
行
っ
た
。

た
。
最
後
は
武
道
議
員
連
盟
の
高
村
正
大

事
務
局
次
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大
会

は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
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我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国

力
の
低
下
が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会

の
将
来
を
危
う
い
も
の
に
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
、
公
共
の

精
神
、
生
命
、
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
こ
ん
だ
教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現

し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
柔
道
と
新
た
に
採
用
さ
れ
た
空
手
道
が
新
装
な
っ
た
日
本
武

道
館
で
実
施
さ
れ
、
全
力
で
戦
う
選
手
の
姿
は
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
る
と
と

も
に
、
日
本
発
祥
の
柔
道
、
空
手
道
の
魅
力
が
全
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

　

武
道
界
で
は
、
依
然
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
様
々
な
制
約
の
中
、
各

連
盟
・
団
体
は
創
意
工
夫
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
活
動
を
取
り
戻
す

た
め
の
弛
ま
ぬ
努
力
を
一
丸
と
な
っ
て
続
け
て
い
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真
髄
を
基
調
と
す

る
、
体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
育
む
我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両
道
、

質
実
剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
人

間
形
成
の
道
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
に

必
修
化
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振

興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

�

必
修
化
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授
業
に
関
し
、
新
学
習
指
導
要
領
に
並
列
明
記
さ

れ
た
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た

複
数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二　

�

中
学
校
武
道
授
業
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件

整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

�

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校

教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有

　
　
　
　
　
　

決　

議

　
　
　
　
　
　

決　

議

段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を

行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導

者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者

講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た

っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら

で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ

れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成

等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

�

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

四　

�

武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
の
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
武
道
の
国
際
大
会
や
国

際
交
流
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

五　

�

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六　

�

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国

が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化

財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官

表
彰
の
授
与
な
ど
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　
�

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
武
道
授
業
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場
に
つ
い
て

は
、維
持
存
続
の
た
め
、相
続
税
、固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す

る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
五
年
三
月
一
日
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ニュース　武道振興大会

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
専
務
理
事

「
中
学
校
武
道
必
修
化
が
10
年
経
過
い
た

し
ま
し
た
が
、
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
令
和
４
年
度
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
中
学
校
に
派
遣
し
て
講

話
と
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。
５
年
度
は

指
導
者
講
習
の
充
実
、
教
材
の
一
新
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
網
代
忠
宏
会
長

「
全
日
本
剣
道
連
盟
は
70
年
前
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
齢
よ
わ
い

七
十
に
な
り
ま
し
た
。中里壮也

全日本柔道連盟専務理事
網代忠宏

全日本剣道連盟会長

南和文
日本相撲連盟会長

笹川堯
全日本空手道連盟会長

井上弘
少林寺拳法連盟理事

森知高
全日本なぎなた連盟副会長

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
会
長

「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
公
認
団
体
と
し
て
国
際
相
撲
連

盟
が
唯
一
、
日
本
に
事
務
所
を
置
い
て
い

ま
す
。
ま
た
国
際
体
操
連
盟
と
国
際
相
撲

連
盟
の
み
が
、
会
長
職
を
日
本
人
が
務
め

て
い
ま
す
。
事
務
所
の
所
在
地
と
会
長

職
、
こ
の
二
つ
を
守
り
抜
く
た
め
、
私
ど

も
は
国
際
相
撲
連
盟
の
役
員
選
挙
に
臨
み

ま
し
た
。
幸
い
に
も
私
が
国
際
連
盟
の
会

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
日
本
武
道
の
真
髄

を
守
り
、
柔
道
、
空
手
に
次
い
で
３
番
目

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
る
べ
く
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
相
撲
連
盟
は
毎
年
、
世
界
大
会
を

開
催
し
て
お
り
、
本
年
10
月
に
日
本
で
開

催
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
特
に
女
子
大
会

で
大
変
な
熱
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

「
２
０
２
１
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
空
手
競
技
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
の

空
手
競
技
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
我
々
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
全
て
の

大
会
を
ほ
と
ん
ど
実
行
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
会
員
が
年
々
増
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
女
性
に
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

　

こ
こ
数
年
来
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の

た
め
に
剣
道
連
盟
の
事
業
は
中
止
・
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
は
計
画
し
た
事
業
が
ほ
ぼ
実
現
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
11
月
に

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
コ
ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

ズ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
剣
道
の
文
化
的
な

内
容
を
網
羅
し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
来
年
７
月
に
第
19
回
世
界
剣
道

選
手
権
大
会
を
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
開

催
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
剣
道
の
教
育
的
な
価
値

を
さ
ら
に
深
め
、
こ
の
伝
統
あ
る
武
道
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
増
田
規
一
郎
会
長

「
令
和
４
年
度
は
全
事
業
を
実
行
で
き
る

見
込
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
時
代
で
す
が
、

若
手
の
弓
道
人
口
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
中
学
・
高
校
・
大
学
生
合
わ
せ
て
９

万
人
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
地

域
で
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
に
は
使
用
上

の
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
対
策
を
基

に
、『
対
面
と
対
話
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
武

道
の
振
興
、
そ
し
て
弓
道
の
発
展
に
全
力

◎
各
武
道
代
表
者
挨
拶

◎
各
武
道
代
表
者
挨
拶
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さ
ん
は
感
染
対
策
な
ど
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
づ
つ

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
緩
和
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
全
力
で
武

道
に
専
念
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
け

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
文
部
科
学
省

と
し
て
も
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

よ
う
な
役
員
体
制
、
指
導
体
制
が
必
要
で

す
。
中
学
校
武
道
授
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
お
か
げ
で
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
事
業

を
活
用
し
た
複
数
種
目
の
実
践
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
他
の
武
道
団
体
と
も
協
力
を

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
合
気
道
界
は
こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
国
内
外
の
活
動

が
著
し
く
制
限
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
ど
も
は
今
で
き
る
こ
と
を
精

い
っ
ぱ
い
や
る
と
い
う
気
持
ち
で
立
ち
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
今
で

は
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
始
め
て
、
海

外
か
ら
多
く
の
方
々
が
合
気
道
の
稽
古
を

す
る
た
め
に
来
日
し
て
い
ま
す
。
私
は
国

内
外
の
活
動
が
２
０
１
９
年
度
に
限
り
な

く
近
づ
く
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
次
世
代
の

若
手
指
導
者
育
成
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
井
上
弘
理
事

「
令
和
５
年
度
の
大
き
な
行
事
と
し
て
、

６
年
ぶ
り
に
世
界
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
10
月
に
２
日
間
に
わ
た

っ
て
日
本
武
道
館
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。
中
学
武
道
必
修
化
は
、
推
進
委
員
会

を
組
織
し
て
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。
規
範

意
識
が
薄
れ
た
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
の
武
道
が
一
丸
と
な
っ
て
、
礼
法
で

人
と
人
と
の
関
係
を
し
っ
か
り
と
つ
く
り

上
げ
、
人
間
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
連

盟
も
こ
の
一
翼
を
担
う
よ
う
、
し
っ
か
り

と
今
年
も
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
森
知
高
副
会
長

「
令
和
４
年
度
に
計
画
し
た
大
会
な
ど

は
、
厳
し
い
中
で
す
が
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
活
動
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
本

連
盟
は
新
た
な
推
進
事
業
を
計
画
し
ま
し

た
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
凜り
ん

と
し
た
な

ぎ
な
た
を
目
指
し
て
』
で
す
。
ま
ず
は
広

く
国
民
の
皆
様
に
な
ぎ
な
た
を
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
ぎ
な
た
を

各
中
学
校
に
お
い
て
授
業
で
実
践
し
て
も

ら
い
、
増
加
を
図
る
と
い
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
ま
す
。幸
い
、実
施
校
は
徐
々

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
事
業
内
容

の
充
実
を
図
り
、
な
ぎ
な
た
を
導
入
す
る

中
学
校
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
市
野
保
己
副
会
長

「
令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
は
全
国
の
大

会
と
研
修
会
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
の
銃
剣

道
の
授
業
も
、
数
は
わ
ず
か
で
す
が
増
え

ま
し
た
。
国
際
事
業
で
は
、
国
際
銃
剣

道
・
短
剣
道
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
各
種
大
会
に
海
外
か
ら
チ
ー
ム
・

選
手
が
参
加
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
連
盟
の

各
種
事
業
を
遂
行
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
女

性
会
員
の
増
加
、
中
学
校
の
銃
剣
道
授
業

の
実
施
校
の
さ
ら
な
る
増
加
、
な
ら
び
に

国
際
化
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

増田規一郎
全日本弓道連盟会長

植芝守央
合気会理事長

市野保己
全日本銃剣道連盟副会長

▼
文
部
科
学
省 

井
出
庸
生
副
大
臣
が
武
道
界
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
会
終
了
後
に
井
出
文
部
科
学
副
大

臣
に
武
道
団
体
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。

「
３
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
現
場
の
皆
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ニュース　武道議員連盟総会

令和５年武道議員連盟総会

　

総
会
は
武
道
議
員
連
盟
の
丹
羽
秀
樹
理

事
・
事
務
局
長
の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
、

初
め
に
武
道
議
員
連
盟
の
江
渡
聡
徳
会
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ
３
年
間
は
大
変
な

状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
２
類
か

ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
武
道
振
興

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
た
。
続
い
て
日
本
武
道
館
の
高
村
正

彦
会
長
が
挨
拶
を
行
い
会
議
に
入
っ
た
。

　

丹
羽
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
議
員
連
盟

役
員
案
と
令
和
４
年
の
会
計
報
告
、
武
道

振
興
大
会
で
採
択
す
る
決
議
案
が
諮
ら

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
星
野
芳
隆
審
議

官
が
武
道
振
興
施
策
３
点
に
つ
い
て
資
料

に
沿
っ
て
説
明
し
た
。

⑴
学
校
に
お
け
る
武
道
指
導
の
充
実
に
つ

い
て

「
令
和
の
日
本
型
学
校
体
育
再
構
築
支
援

事
業
の
多
様
な
武
道
等
指
導
の
充
実
、
支

援
体
制
の
強
化
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

全
国
各
地
の
中
学
校
の
中
か
ら
武
道
推
進

モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
体
育
の
授
業
で
多

様
な
武
道
種
目
を
実
践
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
143
校
を

モ
デ
ル
校
に
指
定
し
て
お
り
、
こ
の
中
で

各
団
体
に
は
外
部
指
導
者
の
派
遣
、
あ
る

い
は
安
全
に
配
慮
し
た
授
業
の
実
施
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
目
別

の
中
学
校
武
道
授
業
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
の
平
成
30
年
度
と
令
和
４
年
度
と
の
比

較
で
は
、
複
数
種
目
に
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
の
割
合
は
７
・
75
％
か
ら
８
・
94
％

に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
来
年
度

以
降
も
引
き
続
き
推
進
し
、
実
践
的
な
取

ポストコロナの武道振興、ポストコロナの武道振興、
より一層の推進を　　　　より一層の推進を　　　　

　

令
和
５
年
の
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
３
月
１
日
、
武
道
振
興
大
会
に
先
立

ち
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
国
際
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
連
盟
に
所

属
す
る
国
会
議
員
60
名
（
代
理
出
席
を
含
む
）
を
は
じ
め
、日
本
武
道
館
役
員
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
幹
部
が
出
席
し
、
連
盟
の
事
務
局
報
告
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道
振

興
施
策
、
日
本
武
道
協
議
会
と
日
本
武
道
館
の
現
場
報
告
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。
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り
組
み
で
得
ら
れ
た
成
果
を
全
国
に
発
信

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
種
目

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
」

⑵
学
校
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

「
学
校
の
部
活
動
は
、
生
徒
が
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
確
保
し
な
が

ら
、
責
任
感
・
連
帯
感
の
涵か
ん

養よ
う

な
ど
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
少
子
化
が

進
む
中
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
学
校
単
位

で
の
運
営
を
続
け
て
い
く
の
は
難
し
く
、

学
校
や
地
域
に
よ
っ
て
は
既
に
存
続
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
部
活
動
も
あ
り
ま
す
。

を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
点
テ
ー
マ

と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
域
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
地
域
資
源
を
生
か
し
た
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
も

あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
５
年
度
は
重
点
的
に
取

り
組
み
拡
大
を
図
り
、
武
道
の
振
興
、
裾

野
拡
大
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
で
武
道
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向

上
、
フ
ァ
ン
層
・
関
心
層
の
拡
大
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
」

　

次
に
日
本
武
道
館
の
永
嶋
信
哉
振
興
部

長
が
令
和
４
年
度
の
日
本
武
道
協
議
会
加

盟
団
体
の
活
動
状
況
と
し
て
①
主
要
全
日

本
大
会
開
催
状
況
、
②
主
な
事
業
、
③
古

武
道
保
存
事
業
、
④
武
道
国
際
交
流
事
業

に
つ
い
て
説
明
。
次
に
令
和
５
年
度
の
主

な
事
業
と
し
て
、
全
日
本
少
年
少
女
武
道

錬
成
大
会
（
７
〜
８
月
、
８
種
目
・
計
９

日
間
）、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
を
結

ぶ
武
道
文
化
交
流
事
業（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

第
６
回
外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道

文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
３
月
）
の
三
つ
の
国
庫

ま
た
学
校
の
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
教

師
が
顧
問
を
務
め
る
指
導
体
制
の
継
続
は

困
難
な
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
将
来
に

わ
た
り
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て
親

し
む
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
意
識

の
下
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多

様
で
豊
か
な
活
動
を
実
現
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
生
徒
の
み
な

ら
ず
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
よ
い
ス
ポ

ー
ツ
環
境
整
備
と
な
り
、
さ
ら
に
は
『
ま

ち
づ
く
り
』
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
昨
年
12
月
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と

文
化
庁
は
、
学
校
部
活
動
お
よ
び
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
学
校
の
部
活
に
つ

い
て
部
活
動
指
導
員
の
確
保
、
あ
る
い
は

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
な
ど
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
か
ら
３

年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
、
早
期
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
」

⑶
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

江渡聡徳
武道議員連盟会長

高村正彦
日本武道館会長

阿達雅志参議院議員赤池誠章参議院議員

星野芳隆
スポーツ庁審議官

和田政宗
参議院議員
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補
助
事
業
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

◇

　

最
後
に
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。
質
問
と

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
主
な
回
答
は
以
下
の
通

り
。

Ｑ
．
和
田
政
宗
（
参
議
院
議
員
）

「
学
校
の
武
道
に
関
連
し
て
、
現
場
に
お

け
る
座
り
方
に
つ
い
て
提
起
し
ま
す
。
体

育
座
り
は
胸
を
圧
迫
す
る
と
か
、
腰
痛
の

原
因
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
と
は
別
の
日
本
の
伝
統
的
な
座
り
方
を

導
入
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
」

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
体
育
座
り
に
限
ら
ず
、
椅
子
に
座
る
と

か
、
長
い
時
間
座
ら
な
い
と
か
と
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
学
校
現
場
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
引
き
続
き
実
態
を
見
な
が
ら
細
か

く
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま

す
」

Ｑ
．
阿
達
雅
志
氏
（
参
議
院
議
員
）

「
コ
ロ
ナ
で
ク
ラ
ブ
活
動
・
町
道
場
な
ど

で
武
道
が
で
き
な
い
期
間
が
続
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
て
た
今
、
人

数
が
相
当
減
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
若
者
が
そ
の
武
道
に
接
し
な

い
期
間
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
況
に
戻
し
て
い
き

ま
す
か
」

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
注
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

Ｑ
．
赤
池
誠
章
氏
（
参
議
院
議
員
）

「
①
部
活
動
の
地
域
移
行
で
は
、
９
武
道

が
地
域
に
根
差
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
地
域
連
携
な
ど
で
協
力
し
、
そ
れ
が

振
興
・
普
及
の
大
き
な
機
会
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
武
道

団
体
が
部
活
の
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な

る
よ
う
に
、
関
係
者
一
同
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
②
日
本
武
道

館
に
武
道
博
物
館
な
ど
の
広
報
施
設
が
あ

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
③
月
刊
「
武

道
」
英
語
版
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
、
さ
ら
な
る
武
道
の
魅
力
を

世
界
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
地
域
移
行
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
さ
に

各
地
域
の
受
け
皿
は
大
き
な
課
題
で
す
。

武
道
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

武道議員連盟役員名簿　（敬称略）
名 誉 顧 問　　高村　正彦（前自民党副総裁）　　臼井日出男（元衆議院議員）
顧　　　問　　麻生　太郎（自民）　　衛藤征士郎（自民）　　海江田万里（無所属）
　　　　　　　中曽根弘文（自民）

会　　　長　　江渡　聡徳（自民）	

副　会　長　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　今村　雅弘（自民）

　　　　　　　遠藤　利明（自民）　　塩谷　　立（自民）　　下村　博文（自民）

　　　　　　　高木　陽介（公明）　　古川　元久（国民）　　森　　英介（自民）

　　　　　　　山谷えり子（自民）

理　事　長　　高木　陽介（公明）
理　　　事　　遠藤　　敬（維新）　　逢坂　誠二（立憲）　　熊田　裕通（自民）
　　　　　　　笹川　博義（自民）　　田名部匡代（立憲）　　長島　昭久（自民）

　　　　　　　丹羽　秀樹（自民）　　福岡　資麿（自民）　　松本　剛明（自民）

事 務 局 長　　丹羽　秀樹（自民）
事務局次長　　高村　正大（自民）　　滝沢　　求（自民）

令和 5年 3月 1日現在
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●日本武道協議会・日本武道館　資料●日本武道協議会・日本武道館　資料

令和 4年度 日本武道協議会・日本武道館 活動報告（概要）
令和 5年 3月 1日

１．日本武道協議会加盟団体の令和 4年度主要全日本大会開催状況
○ 柔 道 令和 4年全日本柔道選手権大会（4月 29日、日本武道館、入場者約 6,600 名）

第 37回皇后盃全日本女子柔道選手権大会（4月 17日、横浜武道館）
○ 剣 道 第 70回全日本剣道選手権大会（11月 3日、日本武道館、入場者約 4,900 名）

第 61回全日本女子剣道選手権大会（9月 4日、ジェイテクトアリーナ奈良）
○ 弓 道 天皇盃第 73回全日本男子弓道選手権大会（10月 1日、伊勢神宮弓道場）２日間で

皇后盃第 55回全日本女子弓道選手権大会（10月 2日、伊勢神宮弓道場）約460名入場
○ 相 撲 天皇杯第 71回全日本相撲選手権大会（12月 4日、両国・国技館、入場者約 2,100 名）

第 27回全日本女子相撲選手権大会（10月 2日、京都府立山城運動公園体育館）
○ 空 手 道 内閣総理大臣杯第50回全日本空手道選手権大会〈組手団体戦〉

天皇盃・皇后盃第48回全日本空手道選手権大会〈組手・形団体戦〉
（12月 10日、東京武道館、無観客、12月 11日、日本武道館、入場者約 5,000 名）

○ 合 気 道 第 59回全日本合気道演武大会（5月28日、日本武道館、出場346団体2,600 名、無観客）
○ 少林寺拳法 2022年少林寺拳法全国大会 in OSAKA（11月19日、12日、大阪市中央体育館、入場者約2,850名）
○ なぎなた 皇后盃第 67 回全日本なぎなた選手権大会（12月3日、兵庫県立武道館、入場者約160名）

第 22 回全日本男子なぎなた選手権大会（12月4日、兵庫県立武道館、入場者約180名）
○ 銃 剣 道 高松宮記念杯争奪第 30回全日本銃剣道選手権大会（8月 5日、入場者約 1,150 名）
２．令和 4年度の主な事業（日本武道協議会・日本武道館共催）
①青少年武道錬成大会（国庫補助対象事業）
ア 中央錬成：8種目延べ 9日間 7,309 名参加〈武道館増改修工事、東京五輪（延期・開催）で 3年ぶりの開催〉
イ 地方錬成：8種目 36カ所 2,440 名参加〈コロナ禍で 13カ所中止〉
②武道指導者講習会（国庫補助対象事業）
ア 全国武道指導者研修会 9種目 11回 391名参加
イ 地域社会武道指導者研修会 8種目 81カ所 3,892 名参加〈コロナ禍で 4カ所中止〉
③中学校武道必修化関連事業
ア 中学校武道授業指導法研究事業 9種目 11回

３．古武道保存事業
①第 46回日本古武道演武大会（国庫補助対象事業）
令和 4年 2月 5日 日本武道館 35流派・219名出場、入場者約 1,700 名（3月上旬からネット配信）
②第 13回鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会
令和 4年 10月 1日・2日 鹿島神宮内特設演武場 25流派・93名出場、観客約 1, 920名（ネット配信中）

４．武道国際交流事業
①令和 4年度日本とハンガリーを結ぶ武道文化交流事業（オンライン）（国庫補助対象事業）
日本武道代表団の海外派遣はコロナ禍のため見送り、替わって日本とハンガリー間をオンライン（イ
ンターネット回線）で結び、現代武道及び古武道の演武会や講演会を実施。
10月 15日、日本時間 16時 30分からホテルメトロポリタンエドモント（東京都千代田区）において、
ハンガリー時間 9時 30分からアラニティーズ文化センター（ブダペスト市）において、役員、来賓、
演武者など、約 200名（日本側約 100名、ハンガリー側約 100名）が参加して実施（ネット配信中）。
②第 5回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー（国庫補助対象事業）
令和 5年 3月 3日～5日 日本武道館研修センター（28カ国・地域、58名参加予定）

５．令和 5年度の主な事業
①全日本少年少女武道錬成大会（国庫補助対象事業） 令和 5年 7月～8月（8種目・計 9日間）
②日本とニュージーランドを結ぶ武道文化交流事業（オンライン）（国庫補助対象事業）
令和 5年 11月で調整中。
③第 6回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー（国庫補助対象事業）令和 6年 3月、80名

以上
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●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

ススポポーーツツ庁庁  

令令和和５５年年度度政政府府予予算算((案案))ににおおけけるる武武道道関関係係予予算算  

１１．．武武道道指指導導のの充充実実  

（１）指導内容の充実

○多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化                           196百万円

我が国固有の伝統文化である武道等の指導の充実を図るため、中学校の保健体育に

おける多様な武道種目の実施や外部指導者の活用などの実践研究を行うとともに、武

道関係団体による多様な武道指導実践への支援体制の強化を図る取組を行う。 

○地域スポーツクラブ活動体制整備事業等【拡充・新規】             1,295百万円

休日の運動部活動の段階的な地域移行と地域スポーツ環境の一体的な整備に向け、関係

者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備、指導者の確保、参加費

用負担への支援等に関する実証事業を実施し、全国的な取組を推進する。 

○中学校における部活動指導員の配置支援事業【拡充】                1,176百万円 
各学校や拠点校に部活動指導員を配置し、教師に代わって部活動指導や大会引率を

担うことにより、生徒のニーズを踏まえた充実した活動とするとともに、教師の負担

軽減を図る。

○学校における体育活動中の事故防止                           14百万円 
体育活動中の重大事故事例や情報、再発防止のために留意すべき点、事故防止方策等に

ついて分析を行うとともに、体育活動中における安全管理・事故防止について全国的な普

及啓発を行う。 

（２）武道場等の整備                                                  3,680百万円 

 中学校における保健体育科の「武道」を安全かつ円滑に実施するため、公立中学校武道

場新改築事業等に対する国庫補助を行い、整備促進を図る。 

・公立中学校武道場等の整備（学校施設環境改善交付金等） 3,600百万円 

・私立中学校武道場等の整備（私立学校施設整備費補助金）  80百万円 

（３）武道関係教材等の充実 
令和２年度から、10カ年にわたる「義務教育諸学校における教材整備計画」に基づき、

所要の地方財政措置を行う。 
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●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

２２．．武武道道団団体体へへのの支支援援等等

○日本武道館補助                                                                 62百万円

日本武道館が実施する古武道保存事業、青少年武道錬成大会、武道指導者講習会及び武

道国際交流事業に対する国庫補助を行い、我が国の武道の普及・振興を図る。 

○スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業

190百万円 

「スポーツツーリズム」等を通じた交流人口の拡大による地域の活性化を推進する

ため、高付加価値コンテンツの創出に向けた取組をモデル的に支援する。また、ポス

トコロナを見据え、スポーツツーリズム・ムーブメントを創出する。

○スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手育成総合支援事業【拡充】

 204百万円 

スポーツツーリズムを中心に、スポーツによる地方創生・まちづくりを推進する「地域

スポーツコミッション」（地域SC）の「質の向上」に向け、新たな事業展開へのチャレン

ジ等をモデル的に支援するとともに、基盤となる人材の育成・確保の取組を推進する。 

○誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり総合推進事業

58百万円 

地域のスポーツ施設の老朽化、財政の制約、人口減少・高齢化等の中で、持続可能な地

域におけるスポーツ環境を確保・充実していくため、公立スポーツ施設、学校体育施設、

民間スポーツ施設等をフル活用するなど、より一層地域で活用される、誰もが気軽にスポ

ーツに親しめる場づくりを総合的に実施・推進する。 

○日本スポーツ振興センターによる助成
競技力向上事業助成やスポーツ振興基金助成、スポーツ振興くじ助成、組織基盤強

化支援事業を通じて、団体の行う選手強化活動、武道教室の開催や競技普及のための
新たな取組等の事業などに支援。 
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ニュース　武道議員連盟総会

令和の⽇本型学校体育構築⽀援事業
・多様な武道等指導の充実及び⽀援体制の強化

都道府県・指定都市教育委員会に委託（4,300千円×35箇所）

多様な武道種⽬に触れる保健体育の授業や外部指導者の活⽤などを⾏う中学校を「武道推進モデル校」に指定した実践研究を⾏うとともに、
多様な武道種⽬の指導法講習会など教員の指導⼒向上を図る取組等の実施

多様な武道等指導の充実

法⼈格を有する団体に委託（5,000千円×９団体）

武道関係団体による外部指導者の養成講習会や指導ガイドブックの資料の作成など指導⼒向上を⾏うことで、
中学校における多様な武道種⽬の実践の⽀援体制を強化するための取組等の実施

⽀ 援 体 制 の 強 化

令和３年度から全⾯実施した学習指導要領において、武道の種⽬は、柔道、剣道、相撲、空⼿道、なぎなた、⼸道、合気道、少林寺拳法、
銃剣道を⽰し、我が国固有の伝統⽂化により⼀層触れることとしており、保健体育授業における武道等の指導の⼀層の充実を図るためには、全
国的に質の⾼い授業の実践、教員等の指導⼒向上が必要である。

背 景

普及 啓発

【武道推進モデル校】

普及 啓発

【武道推進モデル校】

普及 啓発

【武道推進モデル校】

我が国固有の伝統⽂化である武道等の指導の充実を図るため、中学校の保健体育における多様な武道種⽬の実施や外部指導者の活⽤な
どの実践研究を⾏うとともに、武道関係団体による多様な武道指導実践への⽀援体制の強化を図る取組を⾏う。

事 業 概 要

【武道推進モデル校】

普及 啓発

令和５年度予算額（案） 195,500千円

●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

中学校における武道の実施状況 （全国体⼒・運動能⼒、運動習慣等調査より）

種種目目 柔柔道道 剣剣道道 相相撲撲 空空手手道道 ななぎぎななたた 弓弓道道 合合気気道道 少少林林寺寺拳拳法法 銃銃剣剣道道

回答率 61.5% 35.7% 3.6% 2.7% 0.7% 0.3% 0.5% 0.3% 0.0%

問 第１・２学年で実施している武道の種⽬を選んでください。（複数回答可）

平成３０年度調査

このうち、複数種⽬に取り組んでいる学校の割合 ７．７５％

種種目目 柔柔道道 剣剣道道 相相撲撲 空空手手道道 ななぎぎななたた 弓弓道道 合合気気道道 少少林林寺寺拳拳法法 銃銃剣剣道道

回答率 57.8% 37.8% 2.9% 4.5% 1.1% 0.4% 0.7% 0.5% 0.1%

問 第１・２学年で実施している武道の種⽬を選んでください。（複数回答可）

令和４年度調査

このうち、複数種⽬に取り組んでいる学校の割合 ８．９４％
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学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り⽅等に関する
総合的なガイドライン【概要】

〇 少⼦化が進む中、将来にわたり⽣徒がスポーツ・⽂化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、速やかに部活動改⾰に取り組
む必要。その際、⽣徒の⾃主的で多様な学びの場であった部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出されるようにすることが重要。
〇 令和４年夏に取りまとめられた部活動の地域移⾏に関する検討会議の提⾔を踏まえ、平成30年に策定した「運動部活動の在り⽅に関する総合的な
ガイドライン」及び「⽂化部活動の在り⽅に関する総合的なガイドライン」を統合した上で全⾯的に改定。これにより、学校部活動の適正な運営や
効率的・効果的な活動の在り⽅とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え⽅を提⽰。
〇 部活動の地域移⾏に当たっては、「地域の⼦供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、⽣徒の望ましい成⻑を保障できるよう、
地域の持続可能で多様な環境を⼀体的に整備。地域の実情に応じ⽣徒のスポーツ・⽂化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要。

令和４年12⽉

（主な内容）
・教師の部活動への関与について、法令等に基づき業務改善や勤務管理
・部活動指導員や外部指導者を確保
・⼼⾝の健康管理・事故防⽌の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹底
・週当たり２⽇以上の休養⽇の設定（平⽇１⽇、週末１⽇）
・部活動に強制的に加⼊させることがないようにする
・地⽅公共団体等は、スポーツ・⽂化芸術団体との連携や保護者等の協⼒
の下、学校と地域が協働・融合した形での環境整備を進める

教育課程外の活動である学校部活動について、実施する場合の適正な運
営等の在り⽅を、従来のガイドラインの内容を踏まえつつ⽰す。

Ⅰ 学校部活動

（主な内容）
・地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
・地域スポーツ・⽂化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の
関係者を集めた協議会などの体制の整備

・指導者資格等による質の⾼い指導者の確保と、都道府県等による⼈材バ
ンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業
・競技志向の活動だけでなく、複数の運動種⽬・⽂化芸術分野など、⽣徒
の志向等に適したプログラムの確保

・休⽇のみ活動をする場合も、原則として１⽇の休養⽇を設定
・公共施設を地域クラブ活動で使⽤する際の負担軽減・円滑な利⽤促進
・困窮家庭への⽀援

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により
⽣徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り⽅を⽰す。

Ⅱ 新たな地域クラブ活動

新たなスポーツ・⽂化芸術環境の整備に当たり、多くの関係者が連携・
協働して段階的・計画的に取り組むため、その進め⽅等について⽰す。

Ⅲ 学校部活動の地域連携や
地域クラブ活動への移⾏に向けた環境整備

（主な内容）
・まずは休⽇における地域の環境の整備を着実に推進
・平⽇の環境整備はできるところから取り組み、休⽇の取組の進捗状況等
を検証し、更なる改⾰を推進

・①市区町村が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り組む
体制など、段階的な体制の整備を進める
※地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導⼊や、部活動指導員等
により機会を確保

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改⾰推進期間として地域連携・
地域移⾏に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を
⽬指す

・都道府県及び市区町村は、⽅針・取組内容・スケジュール等を周知

（主な内容）
・⼤会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう⾒直し

※⽇本中体連は令和５年度から⼤会への参加を承認、その着実な実施
・できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に係る適正な⼈員確保
・全国⼤会の在り⽅の⾒直し（開催回数の精選、複数の活動を経験したい
⽣徒等のニーズに対応した機会を設ける等）

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に
応じた⼤会等の運営の在り⽅を⽰す。

Ⅳ ⼤会等の在り⽅の⾒直し

※Ⅰは中学⽣を主な対象とし、⾼校⽣も原則適⽤。Ⅱ〜Ⅳは公⽴中学校の⽣徒を主な対象とし、⾼校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましい。

●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業
令和５年度予算額（案） 190,534千円
（前年度予算額 200,000千円）

スポーツと旅⾏・観光を掛け合わせた「スポーツツーリズム」等を通じ交流⼈⼝の拡⼤により地⽅創⽣・ま
ちづくりを推進するため、「⽇本らしいスポーツホスピタリティ」を取り⼊れた、⾼付加価値コンテンツの創出
に向けた取組をモデル的に⽀援するほか、ポストコロナを⾒据えスポーツツ―リズム・ムーブメントの創出
を積極的に推進する。

スポーツによる地⽅創⽣・まちづくりへ
スポーツの⼒を「活⽤」し、様々な地域課題を解決

②スポーツツーリズム・ムーブメントの創出による
⾃⾛化の促進

DXを活⽤したプロモーションを実施

①武道等の地域スポーツ資源を活⽤した
スポーツツーリズムコンテンツの創出

⽇本の特⾊ある⾃然・⽂化等を活かした、国内外旅⾏者から選ばれるスポーツツーリズム等の
優良コンテンツを創出するため、重点分野の「武道」を中⼼に、アウトドアスポーツ・アーバンスポ
ーツも含めたテーマ別に実証モデルの選定、実施と効果検証等を⾏う。※16,000千円×6事業想定

（取組例②）アウトドアスポーツツーリズム
「スノースポーツ」、「登⼭・ハイキング・トレッキング」、
「ウォーキング」など、景観や⾃然環境、地域の⽣活
等を有機的に連携させた、広域コンテンツを創出。

（取組例①）武道ツーリズム
⽇本発祥の武道と歴史・⽂化等を融合させた
稀少性の⾼い体験コンテンツを創出。

※⽇本らしいスポーツホスピタリティ
「する・みる・ささえる」スポーツを⾏う⼈々が、そこに「あつまる」ことで、こ
れまで以上に「より良く楽しむ」ことを可能とする取組・⾏為全般を⽰す
概念。
（「経済財政運営と改⾰の基本⽅針2022」第２章より）

特に令和５年度においては、ポストコロナを⾒据え、デジタル技術を活⽤したスポーツツーリズム
のプロモーションをより⼀層推進するとともに、プロモーションを通じて収集したデータを分析の
上、担い⼿（地域SC、観光協会等）へ提供し、担い⼿による利活⽤を促進することで、ス
ポーツツーリズムの⾃⾛化を促進する。

合わせて、
・ スポーツ・健康まちづくりを進める⾃治体に対する⻑官表彰の実施
・ 観光庁・⽂化庁・スポーツ庁で連携して取り組む「スポーツ⽂化ツーリズム」等のシンポジウムの開催
・ 武道ツーリズムの体験が可能な武道場のデータベース利活⽤促進や、担い⼿同⼠のネットワーク構築
等に要する費⽤を計上。

PRコンテンツ内容の充実

アクセスの増加
アクセスデータを分析し、提供

スポーツツーリズムの
取組加速、⾃⾛化

デジタル技術を活⽤した効果的な広告
によるプロモーション強化

担い⼿（地域SC等）
によるデータの利活⽤

プロモーションを通じて需要データを
収集、分析し、スポーツツーリズムの

担い⼿へ提供

セミナー開催など通じ
データの利活⽤促進
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

国際武道文化セミナー国際武道文化セミナー
第５回外国人留学生等対象

武道の魅力を味わった３日間武道の魅力を味わった３日間
■
初
日

　

開
講
式
の
後
、
大
保
木
輝
雄
講
師
に
よ

る
特
別
講
義
「
山
岡
鉄
舟
と
嘉
納
治
五
郎

の
武
道
論
」
が
行
わ
れ
た
。
前
半
は
山
岡

鉄
舟
と
春
風
館
、
嘉
納
治
五
郎
と
講
道
館

に
つ
い
て
の
講
義
。
後
半
は
当
時
、
使
用

　

外
国
人
留
学
生
と
在
日
大
使
館
に
勤
務

す
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
第
５
回
外
国

人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ

ー
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
後
援
＝
ス
ポ

ー
ツ
庁
、
外
務
省
、
千
葉
県
勝
浦
市
、
日

本
武
道
協
議
会
、協
力
＝
国
際
武
道
大
学
）

が
３
月
３
〜
５
日
、
日
本
武
道
館
研
修
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
で
開
催
さ
れ

た
。本
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
、

３
年
と
２
回
連
続
で
中
止
と
な
り
、
昨
年

は
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

１
日
の
み
開
催
だ
っ
た
。
2
泊
３
日
で
の

開
催
は
第
１
回
以
来
、
４
年
ぶ
り
と
な
っ

た
。

　

今
回
は
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
22
の
国
と
地
域
か
ら
47
名
が
参

加
。
講
義
、
模
範
演
武
、
９
種
目
の
武
道

体
験
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
、
参
加
者
は
一
つ
一
つ
真
剣
に
取
り
組

み
、
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
。
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■ 
講
義
「
山
岡
鉄
舟
と
嘉
納
治
五
郎
の
武
道
論
」

大保木　輝雄大保木　輝雄
（埼玉大学名誉教授）（埼玉大学名誉教授）

柳生新陰流の映像を視聴柳生新陰流の映像を視聴柳生新陰流の袋竹刀を使って実演柳生新陰流の袋竹刀を使って実演

真剣な眼差しで講義を受ける参加者真剣な眼差しで講義を受ける参加者

さ
れ
て
い
た
防
具
や
竹
刀
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
実
技
を
交
え
て
講
義
し
た
。
大
保

木
氏
は
結
び
に
「
武
道
の
普
及
や
国
際
化

問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
『
精
力
善

用
、
自
他
共
栄
』
の
嘉
納
精
神
を
、
伝
統

性
と
理
念
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
鉄
舟

の
『
無
刀
流
』
の
精
神
を
再
認
識
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
述
べ
た
。

　

休
憩
後
、
場
所
を
大
道
場
に
移
し
、
各

道
の
講
師
に
よ
る
模
範
演
武
が
行
わ
れ

た
。
弓
道
を
皮
切
り
に
な
ぎ
な
た
、
少
林

寺
拳
法
、
銃
剣
道
、
空
手
道
、
剣
道
、
合

気
道
、
柔
道
、
相
撲
の
順
に
行
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
迫
力
あ
る
演
武
に
魅
了
さ
れ

た
。
演
武
後
に
は
参
加
者
か
ら
次
々
と
質

問
が
出
さ
れ
、
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
終

了
し
た
。

　

そ
の
後
、
銃
剣
道
の
武
道
体
験
を
行

い
、
初
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た
。
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

 
■ 
講
師
模
範
演
武

相　撲相　撲

空手道空手道

合気道合気道

剣　道剣　道

柔　道柔　道

銃剣道銃剣道
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弓　道弓　道

▽
質
疑
応
答

Ｑ
．
相
撲
の
試
合
に
出
る
に
は
、
始
め
て

か
ら
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ
．
半
年
ぐ
ら
い
で
相
撲
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
情
熱
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
出
ら
れ
ま
す
。（
相
撲・松
園
講
師
）

Ｑ
．
武
道
は
何
歳
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す

か
。
ま
た
何
歳
ま
で
で
き
ま
す
か
。

Ａ
．
園
児
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
、
死
ぬ
ま

で
で
き
ま
す
。（
銃
剣
道
・
佐
藤
講
師
）

Ｑ
．
弓
道
で
矢
を
放
つ
瞬
間
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
矢
を
放
つ
の
で
は
な
く
、
心
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
「
離

れ
」
が
出
る
の
で
す
。（
弓
道
・
桑
田

講
師
）

Ｑ
．
弓
道
で
片
袖
を
脱
ぐ
の
は
な
ぜ
。

Ａ
．
弓
を
引
く
と
き
に
弦
が
着
物
に
当
た

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。（
弓
道
・
細

川
講
師
）

Ｑ
．
合
気
道
で
は
自
分
か
ら
仕
掛
け
る
こ

と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
戦
後
に
な
っ
て
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に

な
り
ま
し
た
。
合
気
道
は
ど
ち
ら
か
一

方
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
を

生
か
す
こ
と
を
稽
古
の
目
的
と
し
て
い

る
の
で
試
合
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
合
気

道
・
入
江
講
師
）

なぎなたなぎなた

少林寺拳法少林寺拳法

食い入るように演武を見つめる参加者食い入るように演武を見つめる参加者
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

 
■ 
講
義
「『
文
武
両
道
』
筆
禪
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

横田　寛厚横田　寛厚
（埼玉県立鳩ヶ谷高校非常勤講師）（埼玉県立鳩ヶ谷高校非常勤講師）

思い思いの文字を揮毫思い思いの文字を揮毫

直心影流の基本の型「法定」を演武する横田講師（右）と大保木講師直心影流の基本の型「法定」を演武する横田講師（右）と大保木講師

大筆で「武士道」と揮毫大筆で「武士道」と揮毫 筆の持ち方を説明筆の持ち方を説明

■
２
日
目

　

横
田
寛
厚
講
師
に
よ
る「『
文
武
両
道
』

〜
筆ひ
つ

禪ぜ
ん

道ど
う

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
講
義
と
、

初
日
に
行
っ
た
銃
剣
道
以
外
の
武
道
８
種

目
の
武
道
体
験
を
行
っ
た
。

　

横
田
講
師
は
「
本
来
『
文
』
と
『
武
』

は
、
二
つ
の
別
々
の
も
の
で
は
な
い
」
と

説
明
し
、
直じ
き

心し
ん

影か
げ

流
の
型
「
法ほ
う

定じ
ょ
う」
を
披

露
。
続
い
て
大
筆
で
「
無
字
棒
」「
円
相
」

「
武
士
道
」
を
次
々
に
揮き

毫ご
う

し
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
は
精
神
を
集
中
し
、
実
際
に

「
無
字
棒
」「
円
相
」
を
揮
毫
。
最
後
は
自

分
の
好
き
な
漢
字
や
言
葉
を
揮
毫
し
、
講

義
は
終
了
し
た
。
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■ 
体
験
武
道

２人で挑戦「のこったのこった！」２人で挑戦「のこったのこった！」

講師、参加者全員での記念撮影（撮影時のみマスクを外しています）講師、参加者全員での記念撮影（撮影時のみマスクを外しています）

激励の挨拶を述べる激励の挨拶を述べる
照川由美子照川由美子勝浦市長勝浦市長 空手の突き空手の突き少林寺拳法の突き「エイ！」少林寺拳法の突き「エイ！」

木銃でミット突き「ヤー！」木銃でミット突き「ヤー！」

大きな声で「メン！」大きな声で「メン！」 柔よく剛を制す柔よく剛を制す
集中して的を狙う集中して的を狙う

なぎなたに初挑戦「スネ！」なぎなたに初挑戦「スネ！」

合気道の四方投げ合気道の四方投げ
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

 
■ 
講
義
「
武
道
と
禅
」

平井　正修平井　正修
（宗教法人全生庵住職）（宗教法人全生庵住職）

警策（けいさく）で心を正す警策（けいさく）で心を正す

座禅の実技座禅の実技

■
３
日
目

　

平
井
正
修
講
師
に
よ
る
「
武
道
と
禅
」

の
講
義
と
、
参
加
者
代
表
に
よ
る
意
見
発

表
を
行
っ
た
。

　

平
井
講
師
は
「
禅
は
仏
教
の
一
つ
の
宗

派
で
、
能
や
絵
画
、
庭
園
、
茶
道
、
華
道

な
ど
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
の
精
神
的
な

基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
た
だ
し

そ
れ
は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
内

側
で
支
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
道
の
精

神
、
す
な
わ
ち
心
で
す
。
私
た
ち
に
は
生

き
て
き
た
中
で
知
ら
な
い
う
ち
に
心
に
つ

い
て
し
ま
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
心
の
思
い
を
す
べ
て
捨
て
て
い

く
。
幾
重
に
も
重
な
っ
た
薄
紙
を
一
枚
一

枚
は
が
し
て
い
く
よ
う
な
、
い
つ
終
わ
る

と
も
わ
か
ら
な
い
作
業
で
す
」
と
説
明
。

そ
の
後
、
大
道
場
に
移
動
し
、
座
禅
の
実

技
10
分
間
を
２
回
行
っ
た
。
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と
が
わ
か
り
、
武
道
の
奥
深
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

「
大
学
で
は
合
気
道
を
や
っ
て
い
る
の
で

日
本
の
武
道
に
興
味
が
あ
り
参
加
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
武
道
を
体
験
し
、
武
道

の
哲
学
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
武
道
が
と
て
も
人
気
で
、
特
に
柔

道
、
空
手
道
、
合
気
道
、
剣
道
が
人
気
で

す
。
今
後
も
合
気
道
は
も
ち
ろ
ん
続
け
ま

す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
相
撲
と
少
林
寺
拳

法
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
が
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
武
道

に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
て
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
先
生
方
や
国

際
武
道
大
学
の
学
生
の
方
々
が
す
ご
く
優

「
来
日
し
て
４
年
経た

ち
ま
す
が
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
知
り
、
日
本
を
よ
り
理
解
す

る
い
い
機
会
だ
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
て
実
際
に
武
道
に
触
れ
て
み

て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
武
道
が

日
本
の
教
育
の
中
で
ど
う
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
武
道
を
通
じ
て
人
間
性
を
高
め
ら
れ

る
こ
と
や
人
間
関
係
を
円
滑
に
で
き
る
こ

し
く
指
導
し
て
く
れ
て
嬉う
れ

し
か
っ
た
で

す
。
私
は
武
道
に
つ
い
て
戦
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
ん
で
す
が
、
合
気
道
に
試
合

が
な
い
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
入
江
先
生
の
『
相
手
と
争
う
の
で
は

な
く
一
緒
に
な
る
』
と
の
話
を
聞
き
、
武

道
に
対
す
る
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。
書

道
は
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
し
て
、
今
後
も

ぜ
ひ
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

柔　道＝佐藤伸一郎（七段）拓殖大学国際学部教授
　　　　越野　忠則（七段）国際武道大学助教
剣　道＝石田　利也（範士八段）全日本剣道連盟指導者育成本部委員
　　　　髙添　政史（教士七段）同連盟剣窓編集小委員会委員
弓　道＝桑田　秀子（範士八段）全日本弓道連盟中央委員
　　　　細川　孝夫（教士八段）福井県弓道連盟会長
相　撲＝松園　大成（四段）日本体育大学スポーツ文化学部助手
　　　　塚本　樹生（弐段）日本体育大学３年
空手道＝渡邉　純一（教士七段）千葉県空手道連盟副理事長
　　　　峯　真太郎（教士七段）群馬県空手道連盟競技力向上委員会委員長
合気道＝入江　嘉信（七段）合気会・合気道本部道場指導部師範
　　　　小山　雄二（六段）合気会・合気道本部道場指導部師範
少林寺拳法＝荒井　章士（正範士七段）少林寺拳法世界連合事務次長
　　　　川島　佑斗（大拳士五段）少林寺拳法連盟職員
なぎなた＝安井みどり（教士）全日本なぎなた連盟評議員
　　　　紫関　譲子（教士）全日本なぎなた連盟アンチドーピング委員会委員
銃剣道＝佐藤　　亨（範士八段）全日本銃剣道連盟理事・競技力向上委員
　　　　小川　　功（範士八段）全日本銃剣道連盟競技力向上委員
通　訳＝アレキサンダー・ベネット　関西大学国際部教授
　　　　ブルース・フラナガン　開智国際大学教育学部教育学科専任講師
　　　　井上　誠・リード　「KENDO WORLD」助手

 
■ 
参
加
者
意
見
発
表ハリス・モリチスさんハリス・モリチスさん

（キプロス共和国・駐日大使）（キプロス共和国・駐日大使）

ヤスミン・ズイエンさんヤスミン・ズイエンさん
（フランス・成城大学）（フランス・成城大学）

ロヴィサ・ローヴァさんロヴィサ・ローヴァさん
（スウェーデン・東北大学）（スウェーデン・東北大学）

閉講式で参加証を手渡される閉講式で参加証を手渡される
アキンデレ・アビミバヨ・アデオヤさんアキンデレ・アビミバヨ・アデオヤさん

熱心にメモを取る参加者熱心にメモを取る参加者

講師・通訳講師・通訳
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ニュース　全日本短剣道大会

郡
山
（
福
島
）
が
９
回
目
の
優
勝

　

第
22
回
全
日
本
短
剣
道
大
会
は
２
月
12

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合

は
３
分
３
本
勝
負
で
行
わ
れ
、
時
間
内
に

決
着
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
判
定
で
勝
敗

を
決
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
団
体
戦

に
101
チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
297
名
が
参
加

し
、
短
剣
道
の
日
本
一
を
競
っ
た
。

■
団
体
戦
（
３
人
制
）

▼
女
子
の
部

　

決
勝
に
は
大
会
最
多
優
勝
を
誇
る
郡
山

（
福
島
）
と
栃
木
県
女
子
選
抜
（
栃
木
）

が
勝
ち
上
が
っ
た
。
先
鋒
戦
は
郡
山
・
後

藤
美
稀
が
先
取
点
を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
そ

の
後
に
胴
を
２
本
決
め
て
勝
利
。
続
く
中

堅
戦
で
は
郡
山
・
山
口
あ
や
子
も
胴
を
２

本
決
め
て
勝
利
、
優
勝
が
決
定
し
た
。
郡

山
は
大
将
戦
も
軽
部
久
美
子
が
２
本
勝

し
、３
｜
０
の
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

◎
優
勝
＝
郡
山
・
肥
塚
克
典
監
督

「
全
員
、
仕
事
が
別
な
の
で
時
間
が
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
練
習
で
き
る
時
に
全

力
で
稽
古
し
て
き
ま
し
た
。
先
鋒
の
後
藤

が
初
め
て
の
試
合
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
に

貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
」

▼
成
年
の
部

　

決
勝
は
前
回
大
会
王
者
の
第
50
普
通
科

連
隊
Ａ
（
高
知
）
と
初
優
勝
を
狙
う
相
馬

原
（
群
馬
）
の
対
決
。
先
鋒
戦
は
50
普
連

Ａ
・
櫻
木
雄
一
郎
が
胴
を
２
本
決
め
て
勝

利
。
し
か
し
中
堅
戦
で
相
馬
原
・
宮
下
寛

が
胴
２
本
で
勝
利
し
、
勝
敗
は
大
将
戦

へ
。
大
将
戦
は
50
普
連
Ａ
・
竹
内
大
介
が

激
し
い
攻
防
の
末
、
胴
を
２
本
決
め
て
見

事
、
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
50
普
連
Ａ
・
竹
内
大
介
選
手
兼
監
督

「
個
人
戦
は
良
い
結
果
を
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
団
体
戦
で
は
チ
ー
ム
の
仲
間
に

助
け
て
も
ら
い
、
勝
ち
進
め
ま
し
た
。
精

神
面
を
チ
ー
ム
で
補
い
合
っ
た
こ
と
が
優

勝
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

▼
高
校
生
の
部

　

決
勝
は
強
豪
・
尽
誠
学
園
Ａ
（
香
川
）

と
同
Ｂ
に
よ
る
同
校
対
決
。
先
鋒
戦
の
尽

誠
Ａ
・
木
村
昴
聖
は
同
Ｂ
・
黒
川
優
太
に

胴
と
の
ど
を
決
め
、
勝
利
を
収
め
る
。
中

堅
戦
は
尽
誠
Ａ
・
冨
田
怜
志
が
素
早
い
動

き
で
胴
を
２
本
決
め
て
２
｜
０
と
な
り
優

勝
を
決
め
た
。
大
将
戦
で
も
尽
誠
Ａ
・
梅

田
桜
輔
が
胴
を
先
取
さ
れ
な
が
ら
も
落
ち

つ
い
て
胴
を
２
本
決
め
勝
利
し
た
。

◎
優
勝
＝
尽
誠
学
園
Ａ
・
石
川
慎
也
監
督

「
今
回
は
全
員
３
年
生
の
剣
道
部
員
で
、

旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
短
剣
道
は
剣
道
よ
り
も
間
合
い
が

近
い
の
で
、
瞬
時
の
動
き
が
大
切
に
な
る

こ
と
を
伝
え
、
練
習
し
ま
し
た
」

団体戦・女子の部決勝・中堅戦＝郡山・山口（左）が胴を決める団体戦・女子の部決勝・中堅戦＝郡山・山口（左）が胴を決める

第 22 回全日本短剣道大会第 22 回全日本短剣道大会 団
体
女
子

団
体
女
子
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◎
女
子
の
部
優
勝
＝
山
口
あ
や
子
選
手

「
念
願
の
５
度
目
の
優
勝
と
な
り
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
年
齢
を
重
ね
ま
し
た

が
、
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
今
後
は
自
分
の
手
で
育
て
た
後

輩
が
日
本
一
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
高
校
生
の
部

　

決
勝
は
梅
田
桜
輔
と
片
木
凌
也
の
尽
誠

学
園
同
士
の
対
決
。
試
合
は
梅
田
が
胴
で

先
取
す
る
も
、
片
木
が
胴
で
取
り
返
す
。

し
か
し
終
盤
に
梅
田
が
再
度
胴
を
決
め
て

初
優
勝
を
決
め
た
。

■
個
人
戦

▼
成
年
の
部
Ａ
（
35
歳
以
下
）

　

決
勝
は
太
田
幸
成
（
18
普
連
）
と
中
前

圭
輔
（
16
普
連
）
の
対
決
。
試
合
は
太
田

が
素
早
い
動
き
で
胴
を
２
本
決
め
て
初
優

勝
を
果
た
し
た
。

▼
成
年
の
部
Ｂ
（
36
歳
以
上
50
歳
以
下
）

　

決
勝
は
、
第
18
回
大
会
成
年
の
部
Ａ
で

３
位
の
実
績
を
持
つ
佐
々
木
康
行
（
12
特

科
）
と
江
原
高
志
（
佐
賀
県
選
抜
）
の
顔

合
わ
せ
。
佐
々
木
が
胴
を
２
本
決
め
、
悲

願
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
成
年
の
部
Ｂ
優
勝
＝
佐
々
木
康
行
選
手

「
今
回
は
練
習
通
り
に
力
を
発
揮
で
き
ま

し
た
。
練
習
で
は
常
に
本
番
を
意
識
し
た

打
ち
込
み
を
す
る
こ
と
を
仲
間
や
自
分
自

身
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
団
体
戦
で
も

優
勝
す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
す
」

▼
成
年
の
部
Ｃ
（
51
歳
以
上
）

　

決
勝
は
前
回
大
会
優
勝
の
鈴
木
利
広

（
12
特
科
）
と
吉
村
幹
正
（
北
海
道
選
抜
）

の
対
戦
。
勝
負
は
両
者
胴
を
１
本
ず
つ
決

め
て
時
間
切
れ
に
。
判
定
で
鈴
木
に
旗
が

３
本
上
が
り
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
成
年
の
部
Ｃ
優
勝
＝
鈴
木
利
広
選
手

「
入
賞
者
や
優
勝
者
が
多
く
い
る
部
門
で

あ
り
、
連
覇
も
か
か
っ
て
い
た
の
で
そ
の

部
分
は
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
は
成

年
Ｂ
で
優
勝
し
た
佐
々
木
選
手
や
女
子
の

団
体
の
選
手
、
高
校
生
と
も
稽
古
を
重
ね

ま
し
た
。
来
年
も
優
勝
者
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
試
合
を
し
た
い
で
す
」

▼
女
子
の
部

　

決
勝
は
、
団
体
戦
で
チ
ー
ム
の
優
勝
に

貢
献
し
た
山
口
あ
や
子
（
郡
山
）
と
昨
年

優
勝
の
佐
々
木
寿
代
（
栃
木
県
選
抜
）
の

強
豪
対
決
。
試
合
は
山
口
が
素
早
く
胴
を

２
本
決
め
て
勝
利
。
第
16
回
大
会
以
来
、

５
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

【
大
会
結
果
】

■
団
体
戦

▼
成
年
＝
①
50
普
連
Ａ
（
高
知
）
②
相
馬
原
（
群
馬
）
③
39
普
連
Ａ
（
青
森
）、
普

教
連
Ｃ
（
静
岡
）

▼
女
子
＝
①
郡
山
（
福
島
）
②
栃
木
県
女
子
選
抜
③
群
馬
県
選
抜
、33
普
連
（
三
重
）

▼
高
校
生
＝
①
尽
誠
学
園
Ａ
②
尽
誠
学
園
Ｂ
③
佐
賀
農
業
Ａ
、
佐
賀
農
業
Ｂ

■
個
人
戦

▼
成
年
Ａ
＝
①
太
田
幸
成
（
18
普
連
）
②
中
前
圭
輔
（
16
普
連
）
③
飯
塚
蓮
（
紫
波

銃
剣
道
ク
ラ
ブ
）、
関
澤
良
太
（
18
普
連
）

▼
成
年
Ｂ
＝
①
佐
々
木
康
行
（
12
特
科
）
②
江
原
高
志
（
佐
賀
県
選
抜
）
③
菊
池
純

（
39
普
連
）、
櫻
井
公
人
（
36
普
連
）

▼
成
年
Ｃ
＝
①
鈴
木
利
広
（
12
特
科
）
②
吉
村
幹
正
（
北
海
道
選
抜
）
③
相
野
照
昭

（
青
森
県
選
抜
）、
佐
野
泰
生
（
49
普
連
）

▼
女
子
＝
①
山
口
あ
や
子
（
郡
山
）
②
佐
々
木
寿
代
（
栃
木
県
選
抜
）
③
大
野
裕
美

（
北
海
道
選
抜
）、
堤
彩
香
（
機
甲
教
連
）

▼
高
校
生
＝
①
梅
田
桜
輔
（
尽
誠
学
園
）
②
片
木
凌
也
（
同
）
③
渡
邊
然
（
同
）、

木
村
昴
聖
（
同
）

個人戦・成年の部A決勝＝太田幸成（左）が胴を決める 団体戦・高校生の部決勝＝尽誠Aの木村（右）が胴を決めた
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ニュース　全日本剣道連盟設立 70周年記念式典・祝賀会

全日本剣道連盟設立 70周年記念式典・祝賀会全日本剣道連盟設立 70周年記念式典・祝賀会

出席者151名が剣道のさらなる発展願う出席者151名が剣道のさらなる発展願う

網代忠宏
全日本剣道連盟会長

　

昨
年
に
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
全
日

本
剣
道
連
盟
の
設
立
70
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
３
月
７
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
学
士
会
館
で
関
係
者
・
来
賓
151
名
を
集

め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
は
午
後
５
時
に
始
ま
っ
た
。
初
め

に
中
谷
行
道
専
務
理
事
が
開
会
の
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
生
前
、
剣
道
の
普
及
に
尽
力

し
た
連
盟
関
係
者
や
、
災
害
の
被
災
者
に

黙も
く

祷と
う

が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
網
代
忠
宏
会
長
が
式
辞
を
述

べ
た
。

「
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
経
て
平
成
・
令

和
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
続
い
て
い
る
道

具
の
竹し
な
い刀

を
用
い
て
の
剣
道
は
、
国
民
の

武
道
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
剣
道
界
は
着
実

な
歩
み
を
続
け
て
発
展
し
ま
し
た
。
剣
道

の
歴
史
は
幾
度
の
危
機
に
遭
遇
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
明
治
維
新
に
よ
る
政

治
社
会
体
制
の
変
化
に
伴
う
武
士
階
級
の

消
滅
は
、
剣
道
の
支
持
基
盤
を
揺
る
が
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
日
本
武
徳
会
の
設

立
な
ど
に
よ
り
、
発
展
の
道
を
歩
み
、
大

正
を
経
て
昭
和
前
半
の
隆
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
大
戦
中
、
さ
ら

に
終
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ
っ

て
剣
道
は
苦
難
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
27
年
の
独
立
回
復
を
契
機

に
全
国
各
地
の
愛
好
者
が
立
ち
上
が
り
、

全
日
本
剣
道
連
盟
を
組
織
し
、
剣
道
の
再

建
・
発
展
へ
の
努
力
を
進
め
、
本
連
盟
設

立
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
全
日
本
剣
道
連
盟
発
足
以
来
の

70
年
を
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
発
足
後
は
47
年
に
財
団
法
人
格
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
伝
統
あ
る

剣
道
の
復
活
に
尽
力
し
、
大
会
の
創
設
、

学
校
に
お
け
る
剣
道
活
動
の
復
活
や
称

号
・
段
位
制
度
の
復
活
な
ど
が
進
め
ら
れ
、

剣
道
の
復
興
に
精
力
い
た
し
ま
し
た
。『
剣

道
の
理
念
』『
剣
道
修
錬
の
心
構
え
』
は
、

50
年
３
月
に
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
に
入
り
、
平
成
７
年
に
は
剣
道
試

合
・
審
判
規
則
の
抜
本
的
な
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
称
号
段
位
制
度
の
近
代

化
の
取
り
組
み
、
社
会
体
育
指
導
員
制
度

も
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、『
剣
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道
指
導
の
心
構
え
』
を
同
19
年
３
月
に
制

定
し
ま
し
た
。
24
年
に
一
般
財
団
法
人
に

移
行
し
た
後
、
27
年
に
は
日
本
武
道
館
で

世
界
剣
道
選
手
権
大
会
を
実
施
し
、
日
本

チ
ー
ム
が
完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
体
育
授
業
で
武
道
が
必
修
科
目

と
な
っ
た
の
も
平
成
の
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
に
入
り
、『
倫
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
を
制
定
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
令
和
２
年
に
は
公
益
財
団
法
人
に
移

行
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数

年
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続

■ 70周年記念顕彰者一覧（敬称略）
１．特別表彰者
　⑴主催大会等において抜群の好成績を収めた
　（全日本選手権大会　３回優勝者）
　　内村良一・西村英久・末永真理
　⑵医学的知見による剣道普及に尽力
　　宮坂昌之・宮坂信之
　⑶社会への貢献および世界に向けての情報発信
　　広報委員会
２．感謝状贈呈
　�⑴全日本女子選手権大会・全日本都道府県対
抗女子優勝大会の支援による事業協力
　　橿原神宮
　⑵永年にわたり主催大会の後援のよる事業協力
　　読売新聞社
３．令和４年度功労賞受賞者
　　加藤浩二
４．永年勤続表彰
　　小林晋一、矢野雅之、鈴木淳子、髙杉朋美、
　　髙澤彰

い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て
出
口
が

見
え
始
め
て
い
る
こ
と
に
安あ
ん

堵ど

感
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。

　

剣
道
が
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
剣
道
は

単
な
る
競
技
で
は
な
く
人
間
形
成
の
手
段

で
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
剣
道
の
良
き

進
化
と
さ
ら
な
る
発
展
を
求
め
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」

　

次
に
、
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
会
長
で

全
剣
連
顧
問
の
下
村
博
文
衆
議
院
議
員
、

角
田
喜
彦
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
、
笹
川
堯
全

日
本
空
手
道
連
盟
会
長
か
ら
来
賓
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
70
周
年
記
念
顕
彰
が

行
わ
れ
た
（
左
表
参
照
）。
続
い
て
受
賞

者
を
代
表
し
て
宮
坂
昌
之
氏
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
各
々
の
立
場
で
剣

道
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
受
賞
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
は
我
々
一
同
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で

あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

の
受
賞
が
剣
道
の
発
展
に
向
け
て
活
動
を

し
て
い
る
関
係
者
の
方
々
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
栄
誉
を
さ
ら
な
る
努
力
の
糧
と
し
、

一
層
の
研け
ん

鑽さ
ん

を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
引
き
続
き
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

♢

　

式
典
後
に
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
神

谷
明
文
副
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
福
本
修

二
相
談
役
の
発
声
で
乾
杯
。
出
席
者
は
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
最
後
に
真
砂

威
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
全
て
が

無
事
に
終
了
し
た
。

特別表彰者・感謝状受賞者の記念撮影 本年度功労賞受賞者の加藤浩二氏（前列右から３人目）を囲んで

心技体 人を育てる総合誌
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